
日本共産党森本ふみお後援会事務所

井原市木之子町２７２１－２３

TEL62-6061 FAX62-6081

周りの人に「日本共産党森本ふみお後援会」への入会をお勧めください。

森本ふみお

Ｎｏ１３９

２０１４年
１０月２０日

この「後援会ニュース」は、森本ふみお市議の
ブログ（http://m.okajcp.com）でも見ることができます。

後援会ニュース

井原市政に対するご意見・ご要望をお寄せください

井原市議会平成２６年１２月定例会の開会予定日は１２月８日（月)です。皆様の

井原市政に対するご意見・ご要望をお近くの党員か下記の電話・FAXにお気軽にお

寄せください。皆様のご意見・ご要望が１つでも多く実現するよう、引き続き奮闘

したいと考えています。

日本共産党後援会事務所 TEL６２－６２００ FAX ６２－６２０９

森本ふみお宅 TEL６２－６０６１ FAX ６２－６０８１

来

年

度

か

ら

順

次

設

置

小
・
中
学
校
と
幼
稚
園
に

井
原
市
議
会
９
月
定
例
会
の
中
で
、
幼
稚
園
の
保
育
室
や
小
学
校
・
中
学
校
の
普
通

教
室
に
「
エ
ア
コ
ン
」
の
設
置
が
具
体
的
に
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
保
護
者
や
学
校
関
係
者
の
方
々
の
要
望
が
や
っ
と
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
次
に
市
議
会
の
一
般
質
問
で
の
森
本
市
議
の
質
問
と
執
行
部
の
答
弁
で
、
エ
ア

コ
ン
に
関
わ
る
部
分
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

森
本
市
議
の
質
問
の
概
要
・
・
・
市
長
の
今
後
４
年
間
の
市
政
運
営
に
つ
い

て
、
施
策
の
全
体
像
と
、
何
が
重
点
施
策
な
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

重
点
施
策
中
、
全
幼
・
小
・
中
学
校
の
保
育
室
、
普
通
教
室
に
空
調
機
（
エ

ア
コ
ン
）
の
設
置
を
公
約
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
平
成
２
２
年
か
ら
毎
年
1
回
エ
ア
コ
ン
設
置
を

と
提
言
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
平
成
２
７
年
度
か
ら
４
年
間
か
け
て
順
次
設

置
し
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
４
年
間
は
長
す
ぎ
る
。
出
来
れ
ば
２
年

間
で
の
設
置
を
提
言
し
ま
す
。

ま
た
、
設
置
の
費
用
は
ど
の
位
か
か
る
の
か
、
設
置
の
順
番
は
幼
・
小
・
中

の
順
が
良
い
と
思
い
ま
す
が
ど
う
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

瀧
本
市
長
等
の
答
弁
の
概
要
・
・
・
私
（
市
長
）
の
任
期

は
４
年
な
の
で
、
４
年
間
か
け
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

空
調
機
（
エ
ア
コ
ン
）
を
設
置
す
る
に
つ
い
て
は
初
期
投

資
も
そ
う
で
す
が
、
１
０
数
年
後
に
は
機
器
の
更
新
が
来
ま

す
の
で
、
事
業
費
の
平
準
化
を
図
る
た
め
に
４
年
で
整
備
し

た
い
。

設
置
費
用
は
５
億
円
か
ら
６
億
円
か
か
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

設
置
順
は
、
平
成
２
７
年
度
で
建
て
替
え
を
計
画
し
て
い

る
井
原
中
学
校
を
除
く
４
中
学
校
、
２
８
・
２
９
年
度
で
小

学
校
、
３
０
年
度
で
幼
稚
園
に
と
考
え
て
い
る
。

質
問
す
る
森
本
市
議

（
井
原
放
送
よ
り
）



ご意見・ご要望および情報をお気軽にお聞かせください。

森本ふみお後援会ニュースＮｏ１３９ ２０１４年(平成２６年)１０月２０日

日本共産党はこう考えます
し ん ぶ ん 赤 旗

１０月１５日付

「 主 張 」 よ り

「事故が起こりうるものを稼働して『安全』だというのは疑問」「避難計画を再稼働の条件にすべ
きだ」―九州電力川内（せんだい）原発（鹿児島県）が原発の「規制基準」を満たすという原子力規
制委員会の審査結果についての住民説明会で、批判や疑問があとを絶ちません。住民は川内原発を
「合格」とは認めていません。一部の説明会は「時間切れ」で打ち切られました。先週末から始まっ
た説明会は台風の影響で延期された一部の市を含め５市町で開かれていますが、形ばかりの説明会が
終わったからといって再稼働を進めるのは許されません。

説得力ない規制委の審査

説明会は原子力規制委が９月、川内原発が規制基準を満たすと審査結果を発表したため、再稼働に
必要な地元の同意のために開かれているものです。住民説明会が終わったあと、再稼働についての九
電と鹿児島県、薩摩川内市の協議会が開かれることになっていますが、川内原発で万一事故が起きれ
ば大きな被害をうけるのは、広範囲の住民です。

説明会さえ開かれていない原発から３０キロメートル以内の市町や隣接する熊
本県の住民などにも説明を尽くすべきです。再稼働は強行すべきではありません。

住民説明会で相次いでいるのは、原子力規制委の審査が「安全」を保証してい
ないことへの批判です。原子力規制委の審査のもとになった基準は東日本大震災
での東京電力福島第１原発の事故後見直されていますが、福島原発の事故から３
年７カ月たってもくわしい状況さえ明らかになっていないのに、規制基準を満たすというだけで「安
全」といわれても信じられないのは当然です。規制委の説明には説得力がありません。

とりわけ川内原発の近くには阿蘇山（熊本県）や桜島（鹿児島県）など大きな火山があります。大
規模な噴火があれば甚大な被害を受けます。噴火の予測が難しいことは最近の御嶽（おんたけ）山
（長野、岐阜両県）の噴火でも明らかになりました。監視を強化するというだけで安心できないのは
明らかです。

原子力規制委の規制基準は、福島原発で発生したような、電源がすべて失われ原子炉が冷却できな
くなるような重大事故が起こりうることを想定しながら、その対策は間に合わせで、格納容器を二重
にするなど抜本対策もとられていません。何より事故のさいの避難計画は自治体任せで、原子力規制
委の審査対象になっていません。住民説明会で、「避難計画を再稼働の対象にすべき」「事故が起き
たら誰が責任を取るのか」などの批判が相次いだのは当然です。

使用済み核燃料への懸念

川内原発は、九州電力だけでなく、安倍晋三政権や全国
の電力業界が再稼働の第１号にと狙う原発です。原発は再
稼働して運転を始めたとたん、高濃度の放射性物質で汚染
された使用済みの核燃料がたまります。再処理の見通しも
立っていません。住民説明会でも｢使用済み核燃料はたま
るばかり｡当地に押し付けないか」との声があがりました。
懸念は深刻です。

いったん事故が起きればコントロールできなくなり、核
のゴミ対策などの見通しもない原発の危険性は明白です。
川内原発をはじめ全国の原発の再稼働はやめ、「原発ゼロ｣
へ進むことこそ重要です｡

川内原発説明会

住民は「合格」認めていない

森本市議の無料なんでも

生 活 相 談
と き 毎週火曜日 午前１０時～１２時

ところ 共産党市議事務所 井原町103

でんわ ６２－６２００ (党市議事務所)

６２－６０６１ (森本ふみお宅)

これまで月曜日だった「生活相談」
日を２０１４年８月から火曜日に
変更させていただきました。


